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「社会実情データ図録」サイト (httpノ /www2 ttcn ne ip/hOnkawa/)を 主宰するかた
わら地域 企業調査等を行う。著書に、『統計データはおもしろい !』 (技術評論社、
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2019年 )等。PRESIDENT Onlineに て連載を執筆中。

言語人□が多いのは中国語、英語、

ヒンディー語の順

大学等で英語に次ぐ第二外国語を選ぶときに

気になるのは、どんな言語を使っている人が世

界中で多いのかということである。学びがいが

あるのは多くの人が使っている言語だという考

えも、もっともなことであろう。

また、日本語を使用する人口が他の言語を使

用する人口と比較 してどの程度の規模なのかと

いう点も日本のプレゼンスを示す指標 として気

になるところである。

そこで、図 1に世界の言語人ロランキングを

掲げた。

結果は中国語が 13.5億 人 と最大である。中

国の人口がインドに次ぐ世界第 2位であるのだ

から当然とも言える。

一方、世界一の人口を抱える南アジア 3カ 国

(イ ンド、パキスタン、バングラデシュ)の使

用言語は、インド・メインのヒンディー語 5.9

億人が第 3位である以外に、インド・ベンガ

ル地方及びバングラデシュのベンガル語 2.8億

人、南インドのテルグ語 1億人、マラーティー

語 1億人、ウル ドゥー語 9千万人、インド南東

部とスリランカ北部のタミル語 9千万人などと

数多い。実際、動画配信サイトのネットフリッ

クスでは、インド映画・ ドラマにはヒンディー

語、パンジャーブ語、カンナダ語といった言語

名が記されており、言語名で検索もできるよう

になっている。

人口では中国を上回るにいたったインドの主

要言語であるヒンディー語の言語人口が中国語

の半分以下となっているのはそのためである。

図に掲げた南アジア 3カ 国の使用 12言語の

言語人口を合計すると 16億 6900万人 となり、

中国語を大きく凌駕している。

なお、インドでは、公用語と準公用語として、

ヒンディー語と英語の 2言語の使用が定められ

ている。パキスタンの公用語はウル ドゥー語と

英語であるが、どちらについても実は母語とす

るパキスタン人の割合は少ない。

中国の話 し言葉については、北京語のほか上

海語、福建語、広東語、客家語などがあり、そ

~~~可

計から社会の実情を読み取る
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中国語

英語

ヒンディー語

スベイン語

アラビア語

ベンガル語

ポル トガル語

ロシア語

バンジャーフ語

日本語

ジャワ語

テルグ語

マラーァィー語

フランス語

ドイツ語

ウル ドゥー語

タミル言吾

ベ トナム語

韓国語

トルコ語

ベルシャ語

ハウサ語

グジャラー ト語

イタリア語

マレー語

カンナダ語

パシュ トー語

タガログ語

オリヤー語

マラヤーラム語

13億 4900万メ、
6億 400万人
5億 8600万人

4                    4億 5700万 人
5                 鑢 7500ラけメ、
6■ ||‐ 11111:||12億 8400万人
7■■■■■■ 2億 3000万人
8-1億 5500万 人
9111■ |11億 5400万人
10■■■ 1億 2500万人
11■■11億 900万人
12 1億 300万人
13,||1 1億 人
14■■19800万人
15■■19700万人
16■||1 9100万人
17111119000万 人
18■■ 8700万 人
19■■ 8100万人
20■■ 7800万人
21■■ 7500万人
22■ 6600万 人
23 111 6400ラ ラメ、

24■ 6200万 人
25■15800万人
26 1  530055メ 、

27  .  5200ラ写メ、

28■ 4700万人
29   4600ラ Fメ、
29   4600ラ 5メ、

注) ||は イン ド、バンクラテシュ、パキスタンなど南アジアの言語
(合計 16億 6900万 人 )。 ただ し、バシュ トー語 はパキスタンの
一部 で使 われているが、ア フガニスタンの公用語 ともなってい

るイラン語系の言語。

資本斗)ヽ″or dData info l Geographical distr but on of languages

wo‖dw de(20231125)

図 1 世界の言語人ロランキング

れぞれ別言語のようなものであり相互に通じあ

うとは限らないので、ある意味、南アジアと同

じ状況である。ところが、中国を代表する北京

語は「国語Jと 呼ばれ、これが中国の近代化の

中で、標準的な書き言葉、およびそれをもとに

した話 し言葉となっている。北京語で相互のコ

ミュニケーションがはかられるので、漢字が共

通であることもあって「中国語Jの言語人口が

世界一とカウントされているのである。

英語は 6億人と英国のほか、米国、カナダ、

オース トラリアなど旧英領植民地だった国々で

使われており、事実上の世界言語となっている。
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インターネットの使用言語やウィキペディア使

用言語としても最多である。こうした言語人口

の多さに加えて米国の国際的影響力の大きさか

ら外国語学習というとまず英語が選択される場

合が多い。

以下、南インド諸語を除いてランキングを追

うと、英語に次いでスペイン語の 4.6億 人、ア

ラビア語の 3.8億 人が多い。スペイン語はスペ

インのほか、旧スペイン植民地だったラテンア

メリカ諸国 (ブラジルを除 く)、 アラビア語は

イスラム文明が浸透 した中東・北アフリカで広

く使用されている。アラビア語に次 ぐポル トガ



ル語はブラジルのほか、アフリカのギニアビサ

ウ、アンゴラ、モザンビークなど旧ポル トガル

植民地で広 く使われている。

これ らに次いでいるのは、ロシア語、日本

語、ジャワ語、フランス語、 ドイツ語であり、

9千万人～ 15億人の言語人口を有 している。

それぞれの母国の人口が多いためであるが、ロ

シア語、フランス語、 ドイツ語は旧ソ連圏やア
フリカの旧植民地など旧勢力圏の人口を加えて

いるから多くなっている倶J面 もある。

日本語の言語人口は世界 10位であ り、国と

しての人口が世界 10位から転落 し、2023年の

段階で 12位 となっているのと比較すると、な

お存在感を示していると言えよう。

言語の勢力圏の大きさは言語人口だけでな

く、話されている国数や公用語としている国数

でもはかられる。

表 1に 国数ベースでのランキングを掲げた。

このはか り方であるとランキング 1位 は英語、

2位はフランス語、3～ 4位はスペイン語 とア

ラビア語 となっている。こうした点を踏まえ、

国連の公用語は英語、フランス語、ロシア語、

中国語、スペイン語、アラビア語の 6言語であ

り、フランス語と英語が事務局と国際司法裁判

所の常用語となっている。

表 1 世界の言語の国数ランキング

順位 公用語の国数

46

39

22

21

10

6

5

4

多言語使用者が多くなつている

グローバ リゼーションの進展 とともに、移

民も多 くな り、今や、その国で支配的な 1言

語のみしか使わない国民ばか りの国は少なく

なっている。 ここでは「あなたは会話ができ

るくらい話せる言語がい くつあ りますかJと

いう間を設けている ISSP調査の結果から、世

界各国における会話可能言語数別の国民割合

を図 2に 示した。

調査対象の 29カ 国中、1言語のみの割合が

50%未満であるのが 14カ 国、50%以上が 15カ

国とほぼ半々である。多言語会話者 (バイリン

ガル以上)が半数以上の国がこれほど多いのに

は驚かさ才tる 。

多言語会話者が最も多いのは台湾であり、そ

の割合は 9害1を 占めている。標準語 (官話、北

京語系)の ほかに、戦前からの台湾語 (福建語

系)、 客家語 といつた中国語系に英語、原住民

語 (オース トロネシア語系)な どが加わってい

るのではないかと考えられる。標準語は国民党

が統治するようになったので覚える必要が生じ

たが、それ以前に日本語をやはり統治者の言語

としてしゃべれるようになった台湾人も多 く、

日本語をまだ話せる高齢者がいて、数は少ない

だろうがそれを 1言語と回答しているケース ,も

ある。この設間への回答から、台湾人は中国語

でも、標準語、台湾語、客家語などはそれぞれ

異なる言語と考えていることが分かる。

ス リナムが台湾に次いで多言語会話者が多

い。スリナムは元オランダ領ギアナであるが、

言語は、「公用語はオランダ語であるが、クレ

オールが使 うタキタキ語とも呼ばれるスリナム

語 (Sranang TOngo)が共通語として使われる。

また、英語やジャワ語やヒンディー語など、そ

れぞれの民族はしばしば自分たちがもともと

使っていた言語を使ってお り、ポル トガル語

１

２

３

４

５

６

７

８

英語

フランス語

アラビア語

スベイン語

ポル トガル語

ドイツ語

中国語

マレー語

話されている国数

英語

フランス語

スペイン語

アラビア語

中国語

ロシア語

ドイツ言吾

ポル トガル語

68

47

35

26

22

20

18
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台湾

スリナム

スウェーデン

スロハヾニア

アイスラン ド

イスラエル

スイス

南アフリカ

フィンラン ド

フィリピン

ドイツ

オース トリア

リトアニア

ス回バキア

チェコ

スベイン

イン ド

ク回アチア

フランス

タイ

ハンガリー

英国

米国

ロシア

オース トラリア

ニュージーラン ド

メキシコ

日本

中国

やスペイン語を話すコ ミュニティも存在す る」

(ウ ィキペディア2024125)。

多言語会話者の多さが、この2カ 国に次いで

いるのはスウェーデンであるが、スウェーデン

の場合は、増えている移民の要因もあるが、台

湾、スリナムと異なって、多民族国家化したか

らというより、むしろ、スウェーデン人そのも

のが世界で活躍できるよう、子どもの頃から自

国語のほかに英語やドイツ語、フランス語など

を使えるよう努めているからだと考えられる。

ヨーロッパにはそうした性格の多言語国家も
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■1言語  □2言語  □3言語  □4言語以上

多いと考えられる。

一方、1言語会話者が最も多い国は中国であ

り、その割合は 92%と なっている。次に多い

のは日本であり87%である。日本でも残 りの

13%は 多言語会話者である。3位はメキシコで

ある。

この 3カ 国に次いで、1言語会話者が多いの

は、英米、オース トラリア、ニュージーランド

といった英語圏諸国とロシアである。英語とロ

シア語の単一使用者が多数派 となっていて、そ

れで済んでいるのであり、そうした地域として、

図 2 会話できる言語数の国際比較 (2017年 )
注)国 際的なFll続的共同調査である ISSP201 7年 調査の結果。国順は 1言語のみの降順。
データは httpsプ /zacat ges s org/webview/ndex,spか らタウンロー ド (2022323)。
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世界29カ国計
20イt鯰(下 (n=7,222)

30イt(n=4,065)

40イt(n=3,801)

50イt(n=3,615)

60イt(n=2,913)

70"証厖(L(n=5,526)

日本

20代以下(n=191)

30イt(n=198)

40イt(n=256)

50イt(n=268)

60イt(n=323)

70歳以上(n=330)

ヨーロッパ諸国一般や途上国の多民族国家とは

かなり言語事情を異にしていることがうかがわ

れる。

世界的に若い世代ほどグローバリゼーション

に対応 して会話できる言語数が増えているので

はないかと考えられる。この点を確かめるため

ISSP調査の原データを年齢別に集計 してみた

結果を図 3に掲げた。

確かに若い世代ほど多言語で会話できる者の

■1言語 □2言語 □3言語 □4言語以上

35 「||●|15

図 3 会話できる言語数の国際比較 (年齢別、2017年 )
注)国 際 的 な継続 的共 同調査 である SSP2017年 調査 の結 果。SPSSフ ァイル か ら当図録 が集計 c
わからない 無回答 を除 く。
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比率が増大 していることが明確である。

参考までに日本の値を掲げておいた。日本だ

けの場合、サンプル数がそれほど多くないので

確定的なことは言いにくいが、日本の場合は年

齢にかかわ りなく1言語のみの割合が高 く、若

い世代ほど多言語という世界的傾向はそれほど

明確 とは言えない。移民が少ないせいもあり、

グローバ リゼーションからはやや立ち遅れてい

る状況を示している。
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